
RISK ASSESSMENT

8

　入手すべき情報としては、作業手順書、ヒヤ

リハット、KYK（危険予知活動）の事例、安全

パトロール結果、類似災害情報等があり、これ

らを作業者から報告させる仕組みが必要です。

（注）�「ヒヤリハット」とは、労働災害には至ら

ないが、人が危険な状況や環境条件等に

接し感覚的に「あぶない」、「有害だ」と

感じ、ヒヤリとしたり、ハットした出来

事を表す言葉です。これをメモ帳やノー

トに書き留めておくと安全の作業打合せ

などに役立ちます。
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危険性又は有害性の特定

　危険性又は有害性の特定を行う場合は、別表

1の「危険性又は有害性の特定の着眼点」、別

表2の「主な危険性又は有害性と発生のおそれ

のある災害の例」を参照するとともに以下のこ

とに留意しましょう。

●�対象作業の取扱いマニュアルや作業手順書を

用意しましょう。（それがない場合は、作業

の概要を書き出しましょう）。

●�対象作業はわかりやすい単位で区分しまし

ょう。

●�危険性又は有害性の特定は取扱いマニュアル

等を活用して対象作業のステップごとに「〜

なので、〜して、〜になる」という形で書き

出しましょう。

●�日常の仕事とは違う目、すなわち「危険がな

いか」という目で、現場を観察してみましょ

う。（過去に起こった災害は、そんなことが

起きるわけがないと思われるような災害が多

いものです。）

●�機械や設備は故障しますし、人はミスを犯す

ということを前提に作業現場を観察してみま

しょう。
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リスクの見積り

　特定された危険性又は有害性に対して、リス

クの見積り方法に基づきリスクの大きさを見積

もります。

　リスク見積りにあたり、留意すべき事項は、

次のとおりです。

●�リスクの見積りは、極力複数の人で実施しま

しょう。多様な観点があった方がより適切な

見積りができるからです。

●�リスクの見積りのメンバーは、必ずしも上位

職の者とはかぎりません。作業内容を最もよ

く知っている人がなりましょう。

●�リーダーは意見の調整役に徹するように努め

ましょう。

●�現在行っている安全対策の有効性を考慮して

リスクの見積りを行いましょう。

●�リスクの見積りにあたっては、具体的な負

傷・疾病を想定しましょう。

●�見積もりした値がばらついた時は、よく意見

を聞いて調整しましょう。（こうだと決め付

けてはいけません。メンバーの経験、知識、

年齢、性別等それぞれ違うので、バラつくの

が当然と考えましょう。）

　�見積りの値は平均点ではなく、多数決で決め

るものでもありません。メンバー間で話し合

い、合意したものとしましょう。

●�見積りの値については、説明のつくものでな

ければなりません（やま勘は禁物です）。

●�過去に発生した災害の重篤度ではなく、最悪

な状況を想定した重篤度で見積もりましょう。

●�見積りの値はメンバーの中で、最もリスクを

高く見積もった評価値を出した人からよく意

見を聴き、メンバーの納得のもとに採用しま

しょう。

　これらの点に留意し、メンバー間で意見を出

し合い、話し合い、意見の違いについてはお互

いに調整し、最終的にはメンバーの総意として

集約します。これらの過程により、情報や認識

が共有化されます。
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